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児童文学の域をはるかに超えた長篇｢兎の眼」「太陽の子｣は読者が読者をひろげロングセラーになづている｡やさしさの意味を沖縄の人た
ちに教えられ､ついに子どものやさしさにつき当ったという。生きるとは､人間のやさしさとは－を灰谷文学は心あたたかく問いかける。
〈ｒ太陽の子』が映画化された｡監督･浦山桐郎.去る５月神戸ロケを訪れた灰谷さん｡左よりふうちゃん役の原田晴美､トキちゃん役の酒井晴美さん｡神戸ﾖ泣兵庫中学にて）
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『
.

並「一くう一江ｚ』。狸喰園揮精特製嬉巾剰両『一く言くｚ』二弐巾ｅ念如川裡ヨベ醤いぃ婚今Ｒ震Ｐ弾く篭ｍｅｕ・覗哩匝迂ｅｓ鱈ｓ掲脈暴製柚

牌いい拙珊患「抑裡偶らち』ね函やくや沌巨模。炉揮冊卓禅押ら習今幻禅剥紳〃酎牽〃皿Ｈ〃柚《侭禦”塩無埜「蝋ｅ哩延ぐ壁いや」

jち

肘｝Ｉ貢ｌく貴巾幽隠・蝿掩やくや山塞ｅ窯ｅｕ耗一穏〃岬結ぶ曇念二号一弾炉叩一厘亀

″皿Ｈ〃袖灸禦〃塩
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日
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瓶 ″ 鈴 Ⅱ １ 餓 避 山 戦 輔 粥 奔 談 鮮 弗 寺 鮮 斥 訓 罫 誹 灯 。 皿 引 ″ 』 〆 汁 閏 月 昨 独 哩 肩 庁 ． 繭 丑 執 獣 が 。 立 罵 ョ 皿 冊 登 ｎ ｄ
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念

趣

掃
迩

嬉
押

▲

いい碇惣・蝿ｓやく票雪爵Ｍ一艇唄弾哩蕪拙多判〃揮喝拳師型や。

’悼件ｅ循制」牌仔ｅ唾駆ｅ燕皿剖睡く。ｅ炉ｅ坪令身騨域唯直ゆ念蓋小袋砿伽「・身ぐゆ〉牌くい揮績舎心損い。倒牌今小皿」・狸黒

拝禅令碓皿一侭ｅｕ偶ら桝騨槻剖ｐ身「（鮒）製０番今狸塔喧や。鴇ｅ匹出い柚いｏ冬ｕ亘輔蚕抽０６藁く〃蝉廼皿Ｒｌ心《長い今潮」
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.ｇ
f；

、

ぎ
ゃ
ら
り
Ｉ
登
場
〈
そ
の
５
〉

▼ﾛ 字㎡‐一ー＝幸一Ｐ

嘱一黒や雫篭； 書
廊
蕊

万
ｒ
小

』
田
所
新
三
さ
ん

￥
B G

１
１

河

ひ
こ
ば
え

☆
〃
ひ
こ
ば
え
″
で
伸
ば
せ
若
い
芽

明
治
四
十
一
年
創
業
の
和
紙
専
門

店
〃
田
所
商
会
〃
二
代
目
社
長
で
あ

る
田
所
新
三
さ
ん
が
、
昭
和
四
十
五

年
に
始
め
た
画
廊
で
あ
る
。
そ
れ
以

前
は
、
洋
紙
と
和
紙
の
両
方
を
扱
っ

て
い
た
が
、
和
紙
一
本
に
絞
っ
た
た

め
場
所
が
空
き
、
版
画
家
の
村
上
暁

人
先
生
の
勧
め
も
あ
っ
て
や
っ
て
み

よ
う
と
い
う
気
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

〃
蕊
″
と
い
う
名
前
は
、
十
年
前
、

富
田
砕
花
先
生
の
詩
集
「
ひ
こ
ば
え

の
う
た
」
と
い
う
限
定
本
の
和
紙
を

す
い
た
縁
か
ら
、
気
に
入
っ
て
名
付

け
た
も
の
。
蕊
と
は
、
大
木
の
切
株

よ
り
出
た
若
芽
を
意
味
し
て
い
る
。

名
前
の
と
お
り
、
「
一
流
の
人
も
い

い
け
れ
ど
、
発
表
の
場
を
も
て
な
い

人
た
ち
に
機
会
を
与
え
て
、
若
い
芽

を
伸
ば
し
て
あ
げ
た
い
」
と
い
う
田

所
社
長
の
気
持
ち
が
こ
め
ら
れ
た
貸

画
廊
で
あ
る
。

場
所
が
一
等
地
で
、
間
口
の
広
い

造
り
が
使
い
や
す
く
、
壁
面
は
約
二

十
ｍ
。
絵
画
、
一
圭
云
、
書
道
、
陶
芸
、

写
真
、
生
花
、
ク
ラ
フ
ト
等
幅
広
く

利
用
で
き
、
グ
ル
ー
プ
展
な
ど
に
も

人
気
が
高
い
。

田
所
社
長
は
仕
事
柄
、
南
画
と
書

の
趣
味
を
も
ち
腕
前
の
方
も
か
な
り

の
も
の
で
あ
る
。
南
画
は
昭
和
三
十

一
年
か
ら
佐
々
木
裕
哲
住
職
に
師
事

し
、
今
で
は
〃
録
風
″
と
い
う
号
を

も
ち
、
南
画
教
室
を
開
い
て
、
仲
間

と
一
緒
に
勉
強
し
て
い
る
。

今
年
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
旅
を
し

て
、
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
た
く
わ

え
て
き
た
若
々
し
い
田
所
さ
ん
だ
が

画
廊
に
も
そ
ん
な
雰
囲
気
が
み
な
ぎ

っ
て
い
る
。

国
神
戸
市
生
田
区
三
宮
町
１
‐
訓

パ
レ
ッ
ク
ス
東
隣

壷
（
０
７
８
）
３
９
１
１
４
１
３
７

・９“～1 0 / ５須田豊雪小原流花展
･ 1 0 / ７～1 0 / １２六人の漢毛織展
･1 0 / 1 4～1 0 /１９萩､信楽、京都焼

伝統作品展示即売会
･10 / 2 1～10 /２６翠容会日本画展
･ 1 0 / 2 8 ～1 1 ／２飯尾寛子刺制展

書廊蕊；
神戸市生田区三宮町１－３１
( パレックス東隣）
き(Oﾌ 8 ) 3 9 1 - 4 1 3 7月唖休

･10/３～10/9
.10ﾉ20～10鐘

布花展
布花創作展
Y O Y OＣＦＴ舵ＲＯｑｈｌ

ギャラリー
イトー

神戸市生田区下山手通２丁目２１
<林第一ピル－５Ｆ）
念(078)392.-3566

緑に囲まれた小さな貸
画廊です。あなたの絵
を飾ってみませんか。

●

‘竿ｬﾗﾘｰ弓純，
神戸市東灘区住吉町垣添1 2 1
壷( 0 7 8 ) 8 5 4 - 0 4 8 2木曜休

モチーフ別版画公募展
入選展会期
・10／２～1 0 /１４猫
・12／４～12/１６風景
・12/1 8～12/２８星庫12宮

潔戦_賢世
西宮市羽衣町7 番2 6 号アルベジオ
夙川４Ｆ（阪急夙川駅前)〒6 6 2
迂(0798)36-3676水濯休

●10/1～10/3１
黒崎彰版画展

SALON＆GALLERY#上野坂）

神戸時代
●

神戸市生田区中山手通１丁目２８
モンシャトーコトブキビル１Ｆ
き(078)242‐3567
喫茶【昼) 土雇休・スナック( 夜) 日願休
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･ 1 0ノ２～1 0 /７遊心会
･ 1 0 ／９～１Ｍ４二人展
・10/16~10/幻神戸学院大学文化会

墾首葛二葉流いけ花腿
･ 1 0 / 2 3～1 0 /２８アトリエ風
･ 1 0 / 3 0～1 1 /４小島嬢四郎･小林秀扇

木工、

画 廊錦

、Ｌ

神戸市生円灰二宮町１丁目１７
三宮センター街
念(078)331‐1ﾌ２１－３水曜休

貸画廊
"ギャラリー新光'，

●
l 町廊使用ノオ申込ハ
３カ月以上前ニオネ
ガイシマス
元町通n 丁目
念(078)321-4732

元町画廊
<皆木屋〉
佐藤廉

●
神戸市生円反元町通１丁目
くニューもとビル〉
盃(078)331..2359
第1 . 3月曜休､第2 . 4日曜体

｡ Ｗ７～1 0 / １９神戸洋
･10/21～10/２６日本画

画今聴
室弾留屠

ギャラリーあじさい
●

神戸市生円反三宮町１丁目
センタープラザ２Ｆ
生田筋エスカレーター前
迂(078) 3 3 1 - 1 6 3 9月曜休

ギャラリーさんちか
さんちか広場

●
市民の広場としてギャラ
リーさんちかおよびさんち
か広場をご利用ください。
★お問合せは…神戸地下街
壷(078)391‐4024
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」

? . 塾生善向｡ 註鐸零

〈お知らせ〉ｏ１０名様前後のパーティーに、ゴックスタッド特製かぶと焼をご利用下さい。
ｏ当店の飲料水は、すべてコーベウォーターです。ひと味ちがう水の味をお楽しみ下さい。

国’負匝
画紋謬農.神戸女一子短大
⑨N H K

●

#
スカンディナ
と世界の民族
音楽の店

ビア<メニュー〉
ゴックスタツド特製かぶと焼一￥6 0 0 ～￥1 , 0 0 0
ペルゲン風エビのカクテルー￥1 , 8 0 0
ベーコンと玉子のケーキ－－－－￥１，００Ｏ
スウェーデン風ミートボーノ吟一・一￥1 , 1 0 O
スウェーデン風ポテトいため一一一一￥1 9 3 0 O
スカンディナビア風牛肉と野菜の煮こみ－－．．￥2 , 0 0 0
水割(old）￥600ボトル〈oId＋S1ZE）￥3,700
Ｂｅｅｒ一一＝－￥５００
アクアビツト( 北欧の地酒）－－￥6 0 0

東行一方通行

尋:唾事皐
－１｢－警察悪捌烹 5:０ＯＰＭ～１：O ０ＡＭi郷、

谷口ビル1Ｆ念2 4 2 - 0 1 3 1 ノ
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可愛い柄からシックな柄まで秋、冬物のコ
トン地がいっぱいオリジナルファソション弁

「 雨

冬物の堆地を遊ぶ永本浩さんランバンのシッ
クな色合いのブレザー生地が兇つかりましたら

Ｆや

－

■』；’､ 凸一.’

■〆

小
一一

さ’廻

な

剛

陰

ﾛ 柵 動コットン

名谷須磨パティオ専門店
ブティックシンワ三宮セン
さんちかファミリータウ

紳士服
岡川激

葺合区御幸通６－１－５みゆきビル6 0 7 壷2 2 1 - 9 3 1 4

獣
蕊調

蝋
』

■

: ､ ラサルディーのバッグ、スカーフe t c , ハスケル
の髭; k めが訴人荷ぜひお世ち寄りください

生田区一宮町’1 7 - 4 センタ･ ･ プラザ1 Ｆ迂３３２－３９０７

§

伽誹の美味しい季節のくつろ
阪急識北側に1 1 月、広々とも/ ･ f ．

ぎの‐刻を。
､蝶のI1fliI4-・プン

一宮センタープラザ青山（Ｂ１〕金3 3 : - 8 6 3 6
一宮ｶ ﾌ ｪ ﾃ ﾗ ｽ 青山( センタープラザ西館B 1 ) 金3 3 2 3 6 6 5

三宮一躍ロ火販チニーン店１２軒

蕊農
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胃

、語
ら
い
の
時
。
香
り
の
宮
水
珊
誹
。

■
に
し
む
ら
伽
排
北
野
店
九
月
の
椅
子

「
神
戸
に
来
る
と
、
に
し
む
ら
さ
ん
の
お
店
に
座
っ
て
、
ぼ
ん
や
り
し
て
た
い
と
、
い
つ
も

思
う
の
」
〈
杉
村
春
子
〉

大
女
優
、
杉
村
春
子
さ
ん
の
素
顔
は
美
し
い
。
あ
の
笑
い
声
を
聞
く
と
色
っ
ぽ
い
な
ぁ

と
嘆
息
が
自
然
に
出
て
し
ま
い
ま
す
。
文
学
座
の
〃
乱
“
の
公
演
の
合
い
間
に
ほ
っ
と
ひ

と
息
。
「
旅
は
い
い
わ
」
と
語
る
杉
村
さ
ん
の
お
し
ゃ
れ
な
セ
ン
ス
と
、
磨
き
の
か
か
っ
た

女
つ
ぶ
り
に
宮
水
訓
誹
の
香
り
が
な
ぜ
か
似
合
う
の
で
す
。

鍛鍔

価
凸
ご

一
画

蝿”
‘1１

●

篤i i誌議議蕊鶴

空云■

＝ー“－翻一写

１
．

､亀
Ｌ

蕊 》
》
癖層

…
Ｋ

澱
－蟻

ーＬ０－ｂ品【一『』＝Ｆ , ~ ~ ｰ

ダ
、

善
一

北野店

婁識
『

ノ

Ｉ

ｈｂ

《会員制、T E L 2 4 2 - 2 4 6 7
神戸市生田区山本通２丁目９
３Ｆ事務所ＴＥＬ２４２－１８８０
１０２００ＡＭ～１１§０O ＰＭ

’『１
４

Ⅱ
１
８
Ｊ

画
会
員
の
お
問
合
せ
は
に
し
む
ら
瑚
誹
北
野
店
へ

Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｕ
各
種
コ
ー
ヒ
ー
五
○
○
円
よ
り

サ
ン
ト
イ
ソ
チ
七
○
○
円
よ
り

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
五
○
○
円

オ
ー
ル
ド
水
割
五
○
○
円

』宮水ＣＯＦＦＥＥの

I こしむら
劫ﾛ ﾖ 非北野店

１
１
１
１
０
０
１
－
１
０
■
■
■
■
Ｉ
■
■
■
■
８
０
■
凸
。
﹈

~:･蔦:L麺::<＝二口雫臣匡

０掴幻国ロロコ
「
望

蕊誼
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r

,Ｉ．

／
■
娘
と
飲
む
卵
誹
〈
旧
〉

鈴
木
令
子
〈
ブ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ン
ク
ロ
ァ
ォ
ー
ナ
ー
鈴
木
茂
実
氏
夫
人
〉

恵
子
〈
東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
デ
ザ
イ
ン
科
向
惟
〉

母
「
こ
の
春
か
ら
東
京
で
下
宿
生
活
が
始
ま
っ
た
ん
で
す
が
、
保
守
的
な
関
西
と
比
べ
て
、

東
京
は
包
容
力
が
あ
り
住
み
易
く
て
楽
し
い
よ
う
で
す
。
小
さ
い
頃
か
ら
絵
が
好
き
で
、

高
ｌ
か
ら
研
究
所
へ
通
い
、
将
来
は
環
境
設
計
や
イ
ン
テ
リ
ア
な
ど
一
生
で
き
る
仕
事
を

持
ち
た
い
そ
う
で
す
。
ど
ん
な
結
婚
相
手
を
見
つ
け
る
か
、
と
て
も
期
待
し
て
ま
す
の
聖

す
っ
き
り
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
落
ち
着
く
部
屋
が
素
敵
ｌ
恵
子

i）謹雲
一L

』壱
一

芦屋店

、

９０
玉 j誇蓉言~ず．～弓自

＝＝

言一

鐙,雪餅第畔＆
中山手本店く中山手１丁目〉221-18728:30AM-11:0OPM
北野店く会員制・山本通2の9>242-246710:O0AM-11:OORlM
三宮店(国鉄三宮駅山側グリーンシヤポービル1Ｆ８:O0AM-11:O0RM

センター街店く三宮センター街>391-066910:OOAM-10:0OPM
芦屋店く阪神芦屋駅浜側>0797-31-05808:O0llM-10:OOFＭ
石屋川店く阪神石屋川駅浜側>841-07638:O0AM-10:0OPM
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トアロード・大丸前念３３１－１３０９

鐸

』
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灘

！
画材‘額縁、豊富に品揃えしています。インテ
リアに合わせて素敵な絵を選んでください。ルスーツはバッグ、靴と合わせてエレガントに。

秋･ 冬物ファッションが揃いました｡ 黒のシャネ

６Ｂろffijb

し

Eu
画材･ 額縁

霊篭妻

トアロード( バリス２Ｆ）垂３３１－６１６３

只穀で徴密な蒔絵を施したくつ甲の髪どめは、
上品なお澗落を楽しみたいあなたにぴったり。
くつ甲

太田ﾉ ､くつ甲店
元町１番街山側冠３３１－６１９５

画、懲 罰食雪
雲雪電麓蕊苛曇壁董謬

繍這Kii毒』
酸味を押さえたマイルドな水出し卯排が人気
です２階では神ﾉ 『肉の儒味をどうぞ

ダｯﾁ瓢…誹ﾉi‘狸弓
トアロード／１Ｆ喫茶恋3 9 1 - 9 5 4 8

２Ｆ神戸肉の鉄板焼念3 3 1 - 1 1 8 3
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一
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植木等・谷啓

Ｓ
・
三
○
○
○
円
Ａ
・
二
五
○
○
円

Ｂ
・
二
○
○
○
円

☆
サ
ム
・
テ
イ
ラ
ー

四
日
（
月
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

民
音
／
会
員
・
二
五
○
○
円
一
般
・

二
八
○
○
円

☆
浜
田
省
吾

鵡
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
Ａ
・
二
○
○
○
円
Ｂ
・
・
一
八

○
○
円

☆
柳
ジ
ョ
ー
ジ
＆
レ
イ
ニ
ー
ウ
ッ
ド

鵡
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ａ
・
二
五
○
○
円
Ｂ
・
二
三
○
○
円

☆
ひ
つ
じ
の
館
音
楽
会

ク
ロ
ー
ド
・
チ
ア
リ

旭
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
市
教
育
会

館
一
五
○
○
円

☆
甲
斐
バ
ン
ド

加
日
（
月
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
二
六
○
○
円
Ａ
・
二
三
○
○
円

☆
協
奏
曲
の
楽
し
み

理
日
（
水
）
７
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
二
○
○
○
円

出
演
／
遠
藤
和
実
、
大
西
の
り
子
、
宮

本
慶
子
、
テ
レ
マ
ン
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

★
ウ
ィ
ー
ン
少
年
合
唱
団

型
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ａ
・
三
○
○
○
円
Ｂ
・
二
七
○
○
円

Ｃ
・
二
四
○
○
円

☆
い
さ
の
ひ
る
む
。
い
さ
の
き
く
よ

型
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
Ｓ
・
三
○
○
○
円
Ａ
・
二
○

○
○
円

☆
金
田
た
つ
え

配
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
民
音
／
会
員
・
二
五
○
○
円

★
井
上
直
幸
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

詔
日
（
火
）
７
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

八
音
楽
Ｖ

★
も
ん
た
＆
プ
ラ
ザ
ー
ズ

案

７
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
二
○
○
○
円
Ａ
・
一
八
○
○
円

☆
甲
南
学
園
創
立
印
周
年
記
念
音
楽
会

神
戸
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク

７
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
二
○
○
○
円

☆
木
の
実
ナ
ナ
／
ダ
ン
シ
ン
グ
・
マ
マ

ダ
ン
シ
ン
グ
・
ナ
ナ

８
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
Ｓ
・
四
五
○
○
円
Ｓ
・
三
八
○
○

円
Ａ
・
三
○
○
○
円

☆
植
木
等
と
谷
啓
の
爆
笑
音
楽
館

ル
Ａ
・
二
三
○
○
円
Ｂ
・
一
八
○

○
円
Ｃ
・
一
五
○
○
円

☆
八
神
純
子

頚
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
Ａ
・
二
五
○
○
円
Ｂ
・
二
三

○
○
円
Ｃ
・
二
○
○
○
円

☆
永
井
龍
雲

瓢
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
Ａ
・
二
○
○
○
円
Ｂ
・
一
八

○
○
円

八
演
劇
Ｖ

☆
創
作
オ
ペ
ラ
「
天
邪
鬼
と
虹
の
帯
」

「
あ
ま
ん
じ
や
く
と
う
り
こ
ひ
め
」

９
日
（
木
）
７
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
二
五
○
○
円

☆
無
名
塾
「
ソ
ル
ネ
ス
」

必
日
（
火
）
ｌ
蝿
日
（
土
）
６
時
晦
分

四
日
（
日
）
１
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
神
戸
労
演
／
二
一
○
○
円

出
演
／
仲
代
達
矢
、
神
崎
愛
ほ
か

☆
ぬ
い
ぐ
る
み
人
形
劇

「
シ
ン
デ
レ
ラ
姫
・
は
だ
か
の
王
様
」

妬
日
（
木
）
①
１
時
半
②
６
時
神

戸
文
化
大
ホ
ー
ル
一
二
○
○
円

八
そ
の
他
Ｖ

☆
第
８
回
神
戸
能

８
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
民
音
／
会
員
・
二
四
○
○
円

☆
チ
モ
フ
ェ
イ
・
ド
ク
シ
ツ
ェ
ル

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
リ
サ
イ
タ
ル

９
日
（
木
）
６
時
半
明
石
市
民
会
館

Ａ
・
二
五
○
○
円
Ｂ
・
二
○
○
○
円

☆
デ
キ
シ
ー
・
ジ
ャ
ズ
・
パ
ー
テ
ィ

、
日
（
祝
）
正
午
北
野
ク
ラ
ブ

会
員
・
一
八
○
○
円
一
般
・
二
○
○

○
円

☆
ポ
ズ
・
ス
キ
ャ
ッ
グ
ス

哩
日
（
日
）
３
時
神
戸
中
央
体
育
館

【
☆
神
戸
の
催
し
物
ご
案
庖

神
戸
っ
子
読
者
を
左
記
の
催
し
物
に

割
引
優
待
致
し
ま
す
。

☆
甲
南
学
園
創
立
帥
周
年
記
念
音
楽
会

神
戸
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク

、
月
７
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
文
化

大
ホ
ー
ル
指
揮
／
朝
比
奈
千
足

二
○
○
○
円
を
一
割
引

★
神
戸
デ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド
ジ
ャ
ズ
惚
会

第
⑬
回
例
会
「
秋
た
け
な
わ
、
デ
キ

シ
ー
・
ジ
ャ
ズ
・
パ
ー
テ
ィ
』

、
月
、
日
（
祝
）
正
午
北
野
ク
ラ
ブ

出
演
／
サ
ウ
ス
サ
イ
ド
・
ジ
ャ
ズ
バ
ン

ド
、
キ
ャ
ッ
ス
ル
・
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
、

リ
バ
ー
サ
イ
ド
・
ラ
ン
ブ
ラ
ー
ズ
、
ア

ン
カ
ー
ズ
・
バ
ン
ジ
ョ
ー
バ
ン
ド
、
原

田
紀
子
、
徳
大
寺
公
忠
、
片
岡
学
ほ
か

二
○
○
○
円
を
一
割
引

☆
臨
奏
曲
の
楽
し
み

鍵

指揮・延原武春

篭鍔 i§蕊簿

週

１
１１３
１

の☆
ヘ
ラ
ル
ド
映
画
「
テ
ス
」
に
愛
読
者
を
ご
優
待
／

テ
ス
・
ダ
ー
ビ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
と
い
う
美
し
い
ま
だ

少
女
と
い
っ
て
も
い
い
ほ
ど
の
無
垢
な
女
性
の
真
実
の

副
愛
を
描
い
た
四
世
紀
の
作
家
ト
マ
ス
・
ハ
ー
デ
ィ
の
原

四
作
。
監
督
は
ロ
マ
ン
・
ポ
ラ
ン
ス
キ
ー
。
ヒ
ロ
イ
ン
を

匝
減
ず
る
の
は
新
人
ナ
ス
タ
ー
シ
ャ
・
キ
ン
ス
キ
ー
。
パ

ー
グ
マ
ン
の
再
来
と
い
わ
れ
る
久
び
さ
の
大
型
新
人
。

ｕ
月
１
日
よ
り
阪
急
会
館
で
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
。
こ
の
記

事
持
参
の
方
は
窓
口
で
規
定
料
金
よ
り
測
円
割
引
。

もんたよしのり

、
日
（
祝
）
①
、
時
半
②
２
時
半

Ａ
・
三
○
○
○
円
Ｂ
・
二
○
○
○
円

☆
も
と
ま
ち
寄
席
・
恋
雅
亭

、
日
（
祝
）
６
時
半
元
町
・
凧
月
堂

ホ
ー
ル
一
○
○
○
円

☆
市
民
映
画
劇
場
「
エ
デ
ン
の
東
」

塑
日
（
木
）
”
日
（
金
）
６
時
半

狙
日
（
土
）
２
時
神
戸
文
化
小
ホ
ー

ル
一
般
・
七
○
○
円

☆
バ
レ
エ
映
画

コ
ー
ジ
ン
ス
キ
ー
神
の
踊
り
」

旭
日
（
日
）
①
ｎ
時
半
②
２
時
半

神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル
一
般
・
二
○
○

○
円
中
高
生
・
一
五
○
○
円
小
学

生
以
下
一
○
○
○
円

1０
月

霧
⑧
愛
読
者
優
待
席

木曽

蕊群舞綴噂霧轟- 誰議蕊灘

、
月
”
日
（
水
）
７
時
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル

出
演
／
フ
ル
ー
ト
・
遠
藤
和
実
、
ピ
ア

ノ
・
大
西
の
り
子
、
マ
リ
ン
バ
・
宮
本

慶
子
、
テ
レ
マ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
（
指

揮
／
延
原
武
春
）

二
○
○
○
円
を
一
割
引

☆
井
上
直
幸
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

、
月
犯
日
（
火
）
７
時
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル

Ａ
・
二
三
○
○
円
Ｂ
・
一
八
○
○
円

Ｃ
・
一
五
○
○
円
を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

☆
マ
ク
サ
ン
ス
・
ラ
リ
ュ
ー

ロ
ベ
ー
ル
・
ヴ
ェ
イ
ロ
ン
・
ラ
ク
ロ
ワ

ｎ
月
諏
日
（
木
）
７
時
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル
三
○
○
○
円
を
一
割
引

ご
希
望
の
方
は
電
話
で
神
戸
っ
子
編
集

部
優
待
係
八
川
崎
Ｖ
ま
で
壷
３
３
１

１
２
２
４
６
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廻
才
、
新
米
飼
育
係
の

頃
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
、

あ
の
す
ご
い
鍵
束
を
、
ガ

チ
ャ
リ
と
右
腰
に
ぶ
ら
さ

げ
る
こ
と
が
で
き
る
や
ろ

か
／
、
と
思
っ
て
い
た
。

「
よ
く
聞
け
、
こ
の
鍵
束

は
兵
隊
の
銃
と
同
じ
や
、

い
ま
で
い
う
た
ら
、
警
察

官
の
ピ
ス
ト
ル
や
」

「
オ
リ
の
鍵
は
飼
育
係
の

命
や
ぞ
／
」

ず
っ
し
り
重
い
鍵
束
を

ひ
と
り
で
や
っ
と
持
つ
こ

近
頃
は
マ
ス
タ
ー
キ
ー
と
か
い
う
も
の
が
、
動
物
園
の
オ
リ
に

ま
で
、
の
さ
ば
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ア
パ
ー
ト
の
管
理
人
が
、

こ
の
一
本
の
マ
ス
タ
ー
キ
ー
で
、
全
室
ど
こ
の
部
屋
も
遠
慮
な
く

開
け
ら
れ
る
と
い
う
〃
合
鍵
の
親
分
〃
み
た
い
な
の
を
マ
ス
タ
ー

キ
ー
と
い
う
の
だ
そ
う
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
便
利
な
こ
と
、
た
と
え
何
十
部
屋
あ
ろ
う
と
も
一
本
の
マ

ス
タ
ー
キ
ー
が
あ
っ
た
ら
、
ど
の
ラ
イ
オ
ン
も
ト
ラ
も
、
ヒ
ョ
ウ

も
、
ク
マ
舎
の
オ
リ
の
扉
も
が
開
け
ら
れ
る
。
と
い
う
優
秀
な
一

本
の
キ
ー
だ
。

〔
早
く
持
ち
た
か
っ
た
デ
ッ
カ
イ
鍵
束
／
、
〕

１
１１５
１

で
あ
り
ま
し
た
。

さ
て
、
そ
の
頃
に
ち
ょ
っ
と
、
お
そ
ろ
し
い
事
件
が
起
こ
っ
た

の
で
す
。
そ
れ
が
暗
闇
で
は
な
く
、
長
い
影
を
お
と
す
月
夜
の
こ

と
な
ん
で
す
。
私
は
、
ゾ
ウ
の
マ
ヤ
子
の
調
教
と
い
っ
し
ょ
に
初

め
て
お
目
見
え
し
た
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
に
も
芸
事
を
さ
せ
る
た
め
、

よ
く
動
物
園
で
泊
り
こ
ん
で
い
た
。

日
暮
れ
近
く
ま
で
ゾ
ウ
と
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
を
連
れ
だ
し
、
園
内

訓
練
を
終
え
、
そ
れ
ぞ
れ
、
マ
ヤ
子
は
ゾ
ウ
舎
へ
、
チ
ン
パ
ン
ジ

ー
は
鉄
オ
リ
の
中
へ
と
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
確
実
に
入
れ
、

し
っ
か
り
と
カ
ギ
を
か
け
、
さ
ら
に
一
一
度
ま
で
カ
ギ
の
か
け
忘
れ

ピ
ス
ト
ル
を
抜
い
た
あ
と
、
サ
ャ
に
お
さ
め
る
、
あ
の
格
好
の
よ

さ
に
、
ぼ
く
は
見
え
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
。

「
オ
イ
亀
井
君
、
今
日
か
ら
、
こ
の
猛
獣
舎
の
鍵
を
渡
す
。
ゾ
ウ

と
同
様
責
任
も
っ
て
や
っ
て
く
れ
」

あ
こ
が
れ
の
鍵
束
を
松
村
園
長
か
ら
預
っ
た
と
き
の
感
激
今
も

記
憶
に
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
や
っ
と
の
こ
と
、
一
人
前
の
新

米
キ
ー
パ
ー
の
門
出
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

〔
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
も
い
た
木
造
猛
獣
舎
〕

そ
の
当
時
は
猛
獣
舎
と
い
っ
て
も
、
木
造
の
屋
根
の
下
に
ラ
イ

オ
ン
、
ト
ラ
、
ヒ
ョ
ウ
、
そ
れ
に
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
な
ど
が
入
っ
た

大
き
な
鉄
オ
リ
を
並

嘩
酎
輝
べ
た
仮
設
の
も
の
ば

借
地
齢
か
り
と
い
う
開
園
初

ろ
、
に

鑑
辱
卦
期
の
頃
で
あ
っ
た
。

こ
ん
に
ち

水
却
唾
だ
か
ら
、
今
日
の
ょ

塞
恥
雪
一
う
に
鉄
筋
二
重
扉
と

の
か
容

龍
錨
畢
い
う
安
全
な
飼
育
設

趣
亜
姻
奄
備
を
も
っ
た
も
の
で

れ
，
や
と
は
な
く
、
扉
一
枚
が

わ
す
や
こ

い
で
刻
錘
〃
生
死
″
を
お
び
や

詮
維
”
渇
か
す
。
「
カ
ギ
は
命

》
》
露
卦
と
思
え
ノ
．
」
と
、
ど

癖
蓉
癖
嘩
な
り
つ
け
ら
れ
る
の

も
あ
た
り
前
の
こ
と

と
が
で
き
た
の
は
、
三
年
位
た
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
大

先
輩
の
後
を
バ
ケ
ツ
や
エ
サ
カ
ゴ
を
持
っ
て
歩
き
、
カ
ギ
を
開
け

て
貰
っ
て
か
ら
、
動
物
舎
の
掃
除
や
エ
サ
や
り
作
業
差
や
っ
た
。

ラ
イ
オ
ン
の
次
は
ト
ラ
、
そ
し
て
ヒ
グ
マ
と
、
次
々
、
先
輩
が
カ

ギ
を
開
け
、
部
屋
の
汚
れ
具
合
を
見
た
あ
と
「
あ
の
フ
ン
の
仕
方

が
、
昨
日
と
違
う
、
そ
れ
に
エ
サ
が
少
し
残
っ
て
い
る
。
よ
く
見

と
け
」も

ち
ろ
ん
、
扉
の
カ
ギ
の
開
け
閉
め
は
い
っ
さ
い
先
輩
が
自
分

で
や
り
、
す
ぐ
さ
ま
右
手
に
持
っ
た
重
た
い
カ
ギ
束
を
、
腰
の
バ

ン
ド
に
、
さ
っ
と
ひ
っ
か
け
る
。
そ
れ
が
実
に
、
カ
ー
ボ
ー
イ
が
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が
な
い
よ
う
に
と
点
検
し
て
、
夕
食
を
食
べ
に
、
ち
ょ
っ
と
、
動

物
園
前
の
茶
一
房
、
プ
リ
ン
ス
に
腰
を
お
ろ
し
た
。

〔
あ
っ
／
ぼ
く
の
黒
い
影
か
ノ
．
〕

食
事
の
あ
と
、
王
子
湯
（
銭
湯
）
で
汗
を
流
し
、
宿
直
室
に
フ

ト
ン
を
敷
き
、
そ
れ
じ
ゃ
あ
寝
る
こ
と
に
し
よ
う
か
と
、
な
る
の

だ
が
、
そ
の
前
に
、
も
う
一
度
、
動
物
舎
を
一
巡
、
様
子
を
見
に

行
っ
て
や
る
こ
と
も
日
課
だ
っ
た
。

街
灯
な
ど
一
個
所
も
な
い
木
の
茂
っ
た
広
い
園
内
に
、
ポ
ッ
ン

ポ
ッ
ン
と
木
造
の
動
物
舎
が
あ
っ
て
、
仮
設
の
オ
リ
が
多
い
の
で
、

ラ
イ
オ
ン
や
ト
ラ
が
歩
く
と
、
カ
タ
ン
コ
ト
ン
と
、
い
や
に
恐
し

い
音
が
遠
く
か
ら
耳
に
入
る
。
右
手
に
忘
れ
ず
調
教
用
の
手
カ
ギ

を
握
っ
て
い
る
私
、
や
は
り
、
日
中
と
は
違
っ
て
、
明
る
さ
を
奪

わ
れ
た
人
間
、
弱
い
も
の
で
す
ね
。
と
び
出
し
て
こ
な
い
だ
ろ
う

か
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
カ
ギ
を
忘
れ
て
い
な
か
っ
た
や
ろ
か
、

な
ど
我
を
落
し
入
れ
る
不
思
議
な
冷
感
が
若
い
ぼ
く
を
こ
と
さ

知恵のあるチンパンジーは道具を使うことも上手ｏ人間のみよう見真似
で器用に動かす。作業員はいつも空っぽの掻の中を点検し、掃除もすぐ
にはしない。動物の状態を仔細に観察するわけだ。

ら
、
お
び
え
さ
せ
る
。

ゾ
ウ
舎
を
出
て
、
ト
ラ
、
ラ
イ
オ
ン
、
ヒ
グ
マ
、
ヒ
ョ
ウ
も
異

常
な
し
、
さ
て
、
次
の
カ
ン
ガ
ル
ー
舎
へ
と
足
早
の
ぼ
く
の
影
が

月
明
り
に
よ
く
映
し
出
さ
れ
、
早
く
、
遅
く
と
ど
こ
へ
で
も
つ
い

て
来
る
。
そ
れ
は
当
た
り
前
の
こ
と
な
の
で
あ
り
ま
す
が
…
…
。

と
こ
ろ
が
で
す
。
ふ
と
、
私
は
お
そ
ろ
し
い
こ
と
に
気
づ
い
た

の
で
す
。
そ
の
ぼ
く
の
影
が
、
な
ぜ
か
、
な
ぜ
か
で
す
よ
。
お
そ

ろ
し
い
こ
と
に
ほ
ん
と
に
、
す
こ
し
だ
け
、
ぼ
く
よ
り
も
遅
れ
だ

し
た
の
で
す
。
ぼ
く
が
停
っ
て
も
、
お
そ
る
お
そ
る
確
か
め
て
も
、

や
っ
ぱ
り
、
ぼ
く
の
影
、
ほ
ん
の
少
し
、
ほ
ん
と
に
遅
く
停
る
の

で
す
。
ぞ
－
つ
と
し
た
若
い
私
は
、
も
う
一
目
散
に
逃
げ
出
し
そ

う
で
し
た
。
い
や
走
っ
た
の
で
す
。
明
る
い
宿
直
室
の
方
へ
、
だ

が
、
や
っ
ぱ
り
、
ぼ
く
の
影
は
ピ
タ
リ
と
つ
い
て
き
ま
す
。
そ
れ

に
、
た
ど
り
着
い
た
宿
直
室
の
入
口
で
、
勇
気
づ
い
た
ぼ
く
、
さ

っ
と
ふ
り
向
い
て
影
を
見
た
と
き
、
さ
ら
に
ド
キ
リ
と
し
ま
し
た
、

あ
／
、
そ
の
黒
い
影
が
、
ぼ
く
に
、
ぼ
く
に
さ
わ
っ
た
ん
や
ノ
．

〔
マ
ス
タ
ー
キ
ー
の
便
利
さ
と
危
険
度
〕

昨
今
、
一
本
の
合
鍵
で
、
各
舎
全
扉
が
開
く
同
一
キ
ー
を
導
入

す
る
際
、
ど
う
し
て
も
、
便
利
さ
を
優
先
す
る
こ
と
に
同
意
で
き

な
か
っ
た
私
、
や
っ
ぱ
り
重
た
い
鍵
束
へ
の
信
頼
感
が
捨
て
き
れ

ず
、
今
も
っ
て
飼
育
係
の
〃
魂
″
を
こ
の
鍵
に
こ
め
て
い
る
古
い

ひ
と
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

「
こ
ら
／
，
お
前
ど
こ
か
ら
出
た
ん
や
、
そ
れ
に
よ
く
も
ま
あ
、
ピ

ッ
タ
リ
黙
っ
て
つ
い
て
き
た
も
ん
や
、
あ
－
び
っ
く
り
さ
せ
る
な

や
」
ふ
り
向
い
た
ぼ
く
に
、
そ
の
黒
い
影
が
ぼ
く
に
バ
ー
ツ
と
飛

び
つ
い
て
き
た
の
で
す
。
い
や
、
鍵
は
２
個
、
ガ
ッ
チ
リ
締
め
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
箱
濫
の
扉
、
の
〃
蝶
番
″
の
方
が

腐
っ
て
い
て
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
が
私
の
姿
に
喜
び
、
ゆ
す
っ
た
拍

子
に
折
れ
、
扉
に
空
き
間
が
開
い
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
不
慮
の
失
敗
の
積
重
ね
を
教
訓
と
し
て
各
動
物
舎
は

飼
育
通
路
そ
の
も
の
が
一
一
重
の
扉
で
締
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
今

は
こ
の
よ
う
な
ス
リ
ル
を
体
験
す
る
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

得
な
い
こ
と
も
念
の
た
め
に
…
…
。

八
王
子
動
物
園
学
芸
員
／
写
真
も
Ｖ

言爾

１
１１６
１
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幼 児歯科
小児歯科

SAMOTOPEDIATRICDENTISTRY

佐本小児歯科

母親教室
( 初診日）火曜日午前９時3 0 分

金曜日午後１時3 0 分

( 木曜日は休診）

そごう前センター街束角・さんちか入口
住友銀行三宮ピル６階
〒6 5 0 生田区加納町５丁目３９

ＴＥＬ（078)331-6302～３

一

こんにちは赤ちゃん

梶原洋平くん/ 神戸市東灘区

完全看護☆冷暖房完備☆病院前公共駐車場有

菖柿沼産婦人科

芦屋市大析町１番1 8 号
芦屋市民センター( ルナホール) 東南
壷芦屋（0 7 9 7）3 1 - 1 2 3 4代表
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画

蝉
秋 ､産Zziz7-，豪華さとくつろぎと本物の味

室亀

目S≦

朝夕はすっかり秋。あなたの魅力を最大限に表

現、演出できる時。無意識のうちに、今、あなた

の身体も肌もそして心も季節と共に変化していま

す。変化に合ったお手入れで、キラリ輝く個性を
主張しよう。食欲にまかせた食べ方にも一工夫…。
美しい肢体は日々の食事から…。趣味を生して

ストレス解消. / 大いに身体を動かして汗を流そう. ／
☆陽灼けあとの肌の手入れ－スキンケアセクシ

ョン〈4 , 0 0 0 円から〉☆秋のドレスアップに－プ

ロボーションメーキングジム〈１回3 . 0 0 0 円から〉

☆心と体にやすらぎを－ケイラク美容の全身パッ

ク〈１５．０００円から〉この秋のビューティプログラ

ムは、ぜひ私達にお表かせ下さい。野呂ゆかり

－

８Ａ叩恥

衝下遥

l毎

訓零I．

；
蜘項
篭華
■顔

英英，
固固
屋屋
ＡＭ３ＡＨ８
.･,Ｉｐｉ６ｉ１１

一
雨

睦

喫 茶館

童塞I童!；壷§
神戸国際会館浜側
ＴＥＬ２５１－４５６２
８: 0 0 A M ～1 1 : O 0 R M 無休

才理1 十 零重Jii。墳茜ヱー
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ﾀ ｺ Ｔ

蜜錘

,I篭謹
I琵

露趣

瀞鯵’ハイセンスな神戸っ子の憩いのオアシス
気品あるムードのなかでおくつろぎください

型

菱fIj黙認鰍柵撫瀦鮒馳謹謹

鰯
駕霊遜加ｆ
一一

■
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